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救急法の普及を目指して
私達の住む人吉球磨地域は、「令和２年７月豪雨」によって甚大

な被害を受けてしまいました。そこで私達は、地域の方々の命と健
康のために、救急法を学び、その普及活動に取り組んでいます。

「１人１企画」をモットーに
私達は、部員１人１人が「この活動に取り組みたい」という思いを実行に移せ

るように、「１人１企画」をモットーに、活動の企画、実施に取り組んでいます。
活動計画案を作成し、呼び掛けチラシを校内に掲示することで全校生徒に参加や
協力を呼び掛けて、活動に取り組んでいます。（一部の活動を紹介）

救急法の解説動画を制作し、
学校ホームページに上げています。

地域イベント等でステージ
発表を行っています。

ニーズに応じて救急法の
講習活動を行っています。

三角巾を使った手当の動画

ハンカチやストッキングを使った手当の動画

担架や毛布を使った搬送と保温の動画

・本結びの結び方と
   解き方
・膝、額、前腕の傷
の手
・腕の吊り

・ハンカチを使った
傷の手当と
・ストッキングを使っ
た傷の手当と腕の
吊り

・担架の準備
・担架への乗せ方
・担架、毛布や棒を
使った搬送
・保温

地域イベントでの
ステージ発表

救急法職員研修での
搬送に関する講習

熊本県高等学校総合
文化祭でのステージ発表

寮生の救急法の勉強会に
おける心肺蘇生の講習

南稜祭(文化祭､販売会)
でのステージ発表

地元自治会の依頼による
「身近な救急法」の講習

球磨村神瀬地区の復興
イベントにおける手伝い

「令和２年７月豪雨」の直後から、毎
月１回実施を目標として、球磨村神瀬(こ
うのせ)地区の災害ボランティア活動に取
り組んできました。その縁で、現在も復
興イベント「神瀬の集い」の手伝いに毎
回行っています。
全校生徒に参加呼び掛けを行い、会場

の設営や片付けをしたり、神瀬マダムの
方々の調理の手伝いをしたり、カラオケ
に参加したり救急法のステージ発表をし
たりしながら、地域の方々やボランティ
アの方々と一緒にイベントを盛り上げて
います。要望に応じて、学校の農産物を
販売することもあります。

ツクシイバラの保護の
ための除草作業

ツクシイバラは、熊本県レッドデータ
ブックに絶滅危惧種Ⅱ類として登録され
ている希少種であり、ここ球磨川の河川
敷において唯一群生した状態を見ること
ができます。しかし、「令和２年７月豪
雨」により、多くのツクシイバラが流さ
れてしまいました。
そこで、全校生徒に参加呼び掛けを行

い、球磨川ツクシイバラの会の方々と一
緒に毎月除草作業に取り組んでいます。
花が見頃となる５月下旬にはイベント

「ツクシイバラ・ピクニック」が開催さ
れましたので、その手伝いも行い、来場
者の案内等を担当しました。

レモネード･スタンドに
よる小児がん支援

小児がんの子ども達を支援しようと、
レモネード･スタンドを設置してレモネー
ドを販売し、その益金を募金する活動に
取り組んでいます。昨年度11月から今年
度６月までの８ヶ月間で、レモネード･ス
タンドを７回設置しました。
南稜マルシェで実施したときには、他

の活動と重なって人手が足らなくなり、
全校生徒に協力者を募りました。
衛生管理責任者が見付からずに現地で

レモネードを作ることができなかったこ
ともあり、そのときにはペットボトル販
売に切り替えたり、来場者に応じて茶や
ジュースに切り替えたりしました。

献血バスによる献血会場
での受付手伝い

ここ人吉球磨地域で献血バスによる献
血が実施されるときには、熊本県赤十字
血液センターの渉外担当の方から事前に
予定を知らせていただけるようになりま
した。そこで、受付の手伝いをさせてい
ただいています。
献血カードの受け取り、案内、検温、

記念品の手渡し、広報車での広報等を手
伝わせていただいています。
ここ人吉球磨地域には献血ルームがな

く、献血へのなじみが薄いのですが、毎
回全校生徒に参加呼び掛けを行ううちに、
「“けんけつ”って何ですか？」と尋ね
てくる生徒はいなくなりました。

活動を振り返って
学習した救急法をもとに制作し
た動画を学校ホームページにアッ
プしたことがきっかけとなって、
救急法のステージ発表や講習の機
会が得られたことは、私達にとっ
て貴重な経験となりました。特に、
先生方の研修会で私達が先生方に
救急法を伝えることができたこと
は、大きな自信につながりました。
熊本県高等学校総合文化祭（県
高校総文祭）にも参加の声掛けを
いただくようになりました。昨年
度は救急法のステージ発表を行い、
今年度は救急法の体験コーナーを
設置しました。県高校総文祭で体
験コーナーが設置されたのはこれ
までの歴史の中で今回が初めてと
のこと。来場者にも好評でした。
地域の方々と接する機会も飛躍
的に増えました。私達高校生にも
地域で役に立てることが多々ある
ということを実感しました。
今後も多くの人々の命と健康を
守るために、救急法を普及に努め
ていきます。
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